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スギᚰᣢࡕ平ゅにᑐして㧗 ࢵࢭトฎ理をక࠺人工⇱を⾜い、⇱ᮦのྵ水⋡および内部れのᮦ㛗方向分布について

᳨ウした。その結果、ྵ水⋡のᮦ㛗方向分布は体的にᮦ➃部からᮦ内部に向かってቑ加するഴ向を示し、そのቑ加⋡はᮦ

内部に向か࠺ど⦆やかになるものの、ᮦ➃から 100cm まではすての試験体でྵ水⋡ഴᩳがㄆめられた。特にᮦ中ኸ部の

ྵ水⋡が 20㸣㉸の試験体ではᮦ➃部とᮦ内部のྵ水⋡ᕪが大きいഴ向を示した。内部れ⥲㛗さはᮦ➃部が᭱も多くᮦ内部

に向か࠺につれてῶᑡするഴ向を示した。ᮦ㛗方向にྵ水⋡ഴᩳのある⇱ᮦのྵ水⋡をồめる場ྜ、୧ᮦ➃部 30cm部分に

加࠼てᮦ中ኸ部もィ⟬にྵむことがᮃましい。 

キ࣮࣮࣡ࢻ㸸スギᚰᣢࡕ平ゅ、㧗 ࢵࢭト、ྵ水⋡、内部れ、ᮦ㛗方向分布

ϩ．ヨ㦂᪉ἲ

1．౪ヨᮦࡧࡼ࠾⇱᮲௳

石川県産スギᚰᣢࡕ平ゅ（᩿㠃ᑍ法 120×285mm、

一定の್にⴠࡕ╔くഴ向が示されている（ࠕᏳ・

Ᏻᚰな⇱ᮦ生産ᢏ⾡の㛤発ࠖ研究ࢢルーࣉ 

2�12㸹ᑎすら 2�1�D、E）。一⯡的に、平ゅは正ゅ

よりも᩿㠃が大きいことから、所要⇱㛫も㛗

くなり、それによってྵ水⋡および内部れのᮦ

➃部と中ኸ部のഴᩳは大きくなると᥎ されるが、

ᚰᣢࡕ平ゅに関する報࿌はᑡない（Ἑᓮ・㔝上 

2006）。そこで本報では、スギᚰᣢࡕ平ゅにᑐして

㧗 ࢵࢭトฎ理をక࠺人工⇱を⾜い、⇱ᮦの

ྵ水⋡および内部れのᮦ㛗方向分布について᳨

ウした結果を報࿌する。 

Ϩ．ࡵࡌࡣ

ᡃがᅜの人工林、特にスギにおいて㧗㱋⣭化が

㐍み大ᚄᮦの供給がቑ加している。大ᚄᮦの有効

利用について様ࠎな木ྲྀりが᳨ウされているが、

その中でも大ᚄᮦだからこそᚓられる大きな᩿㠃

のᵓ㐀用〇ᮦとして、ᚰᣢࡕやᚰ去りの平ゅが⪃

られる。平ゅは、ᱱや᱆といったᙉᗘやᑍ法⢭࠼

ᗘを要ồされる部に用されることから㐺ษな

᮲௳で⇱することが必㡲となるが、ᚰᣢࡕの場

ྜはᚰᣢࡕ正ゅと同様に⇱にకいᮦ㠃れが発

生しやすい。また、ᮦ㠃れᢚไを目的とした㧗

トฎ理を㐺用する場ྜ、ฎ理᮲௳によってࢵࢭ 

はᙉᗘに影響を及ぼすよ࠺な内部れが発生する

場ྜがある。そこで➹⪅らは、これまでにスギᚰ

ᣢࡕ平ゅにᑐして、㧗 ࢵࢭトฎ理を用いてれ

がᑡなくᙉᗘ特性がపୗࡎࡏかつ⇱㛫とコス

トとのバࣛンスがྲྀれる⇱᮲௳を᳨ウしてきた

（ᯇඖら 2�21）。その㝿、⇱上がりの目Ᏻと

してᮦ㛗方向中ኸ部のྵ水⋡が目ᶆとするྵ水⋡

に฿㐩することを目ᣦして試験を実してきたが、

Ẽᘧ⇱法のよ࠺にᮦの外部から⇱が㐍む方

ᘧの場ྜ、᩿㠃内の表ᒙと中ኸのྵ水⋡ഴᩳに加

▱てᮦ㛗方向にもྵ水⋡ഴᩳが発生することが࠼

られており（たとࡤ࠼、吉⏣・ᶫ∎ 2000）、᩿㠃

内あるいはᮦ㛗方向のྵ水⋡ഴᩳについても確ㄆ

しておくことも重要である。一方、ᮦ➃部および

ᮦ➃から内部の木口᩿㠃に発生するれ（以ୗ、

内部れ）のᮦ㛗方向分布については、ᚰᣢࡕ正

ゅにおいてᮦ➃部でれ㛗さが大きく、そのᚋᮦ

内部に向かってᛴ⃭にῶᑡし 3�～��Fm あたりで

*森林研究・ᩚഛ機ᵓ森林⥲ྜ研究所、**ඖ石川県農林⥲ྜ研究ࢭンター林業試験場

㛗さ 4000mm）30 体にᑐし、Ẽᘧ⇱置（᪂ᰘ

設ഛ（ᰴ）〇 SKIF60HPT）を用いて、��Υ↻ 7

㛫のᚋ、㧗 ࢵࢭトฎ理を⌫ ᗘ 120Υ、‵

⌫ ᗘ 90Υで 18 㛫⾜い、そのᚋの⇱を目ᶆ

ྵ水⋡ 20㸣とし、⌫ ᗘ 90Υ、‵⌫ ᗘ 60Υ

で 336 㛫⾜った。なお、調‵（イコーࣛイࢪン

 。は⾜っていない（ࢢ

2．ྵỈ⋡ࡧࡼ࠾ࢀの ᐃ᪉ἲ 

⇱⤊ᚋおよび᩿㠃ᑍ法を 105×270mm にモ

ルダー加工ᚋに重㔞、ᑍ法を 定した。モルダー

加工ᚋの試験体は、ᮦ㠃に⌧れたれについて 1

本ࡎつ㛗さと᭱大ᖜを 定ᚋ、ᅗ-1 に示す㏻り所

定の置（ィ 25 ࣨ所）から⧄⥔方向に⣙ 25mm の

ྵ水⋡および内部れほᐹ用試験∦（以ୗ、A 試

験∦）を᥇ྲྀするとともに、ᮦ㛗 200cm 置（以
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①画像のトリミング ②割れの塗りつぶし ③2値化・分析

図-3. ෆ㒊ࢀの ᐃ᪉ἲ 

Ϫ．⤖ᯝࡧࡼ࠾⪃ᐹ

1．⇱ᚋྵỈ⋡とᮦ㠃ࢀ

表-1 に⇱๓ᚋの試験体のみかけのᐦᗘ、ྵ 水

ୗ、ᮦ中ኸ部）においては᩿㠃内のྵ水⋡分布 

定用試験∦（以ୗ、B 試験∦）を᥇ྲྀした。A 試験

∦は᥇ྲྀᚋすみやかに重㔞を 定し、そのᚋスキ

ࣕナにより木口㠃の⏬ീを影（ಖᏑᙧᘧ㸸JPEG、

ゎീᗘ㸸2��GSi）した。なお、影㠃は▮༳で示

した部分、すなわࡕ 2～15�Fm 置はᮦ➃ഃ、2��Fm

置は B 試験∦との㞄᥋部である。B 試験∦はᅗ

-2 に示すよ࠺に 2 方向にྜィ 17 分し、それぞ

れの重㔞を㏿やかに 定した。A、B 試験∦とも上

記స業⤊ᚋに法によるྵ水⋡をồめた。な

お、⇱⤊ᚋからྵ水⋡ 定まで⣙ 1 ࣨ᭶⤒㐣

した。 

影した⏬ീは⏬ീゎᯒࢯフト Image J にྲྀり

㎸み、ᅗ-3 に示すよ࠺に 2 ್化し、⠇内部のれ

を除いたすてのれの㛗さと㠃✚を 定した。

なお、ᅗ�3 の場ྜ、内部れ⥲㛗さは ���PP、⥲

㠃✚は ��2Pm2である。 

2．᩿㠃ෆのྵỈ⋡ศᕸ㸦ᮦ୰ኸ㒊㸧 

ᮦ中ኸ部の᩿㠃内ྵ水⋡分布は、▷㎶方向（ᅗ

-2 の 1～7）および㛗㎶方向（ᅗ-2 の 8～17）とも

に表ᒙഃでྵ水⋡がపく、᩿㠃の中ኸ部に向かっ

て㧗くなるഴ向を示した（ᅗ-6）。また、表ᒙのྵ

水⋡は 2�㸣以ୗに⇱していても、中ኸ部のྵ水

⋡は 4�㸣㉸の㧗い≧ែのᮦもฟ⌧した。このよ࠺

なᮦは⇱㛫をᘏ㛗しても所定のྵ水⋡まで

⇱することは難しいと᥎ᐹされる。 
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⋡およびᮦ㠃れの 定結果を示す。⇱ᚋᐦᗘ、

ྵ水⋡およびᮦ㠃れの್はモルダー加工ᚋの್

である。また、ྵ水⋡はᮦ中ኸ部（A 試験∦）の

ྵ水⋡を示した。ྵ水⋡は、平ᆒ 18.5（8.�～

35.1）㸣で、ྵ水⋡ 2�㸣以ୗが試験体の 7 に

あたる 21 体であった（ᅗ-4）。ᮦ㠃れ⥲㛗さ（試

験体 1 本あたりの⥲ᘏ㛗）は平ᆒで 2�87mm であっ

たが、ᅗ�5 に示すよ࠺に、3� 体中 23 体は 2���Pm

以ୗであった。➹⪅らがࣞࣉカࢵト工場やఫᏯ供

給会♫にᑐして⾜ったアンケート調査結果（（一

♫）ᅜ木ᮦ⤌ྜ連ྜ会 2�2�）によると、ᱱにᑐ

してチᐜできるᮦ㠃れの㛗さは、ᮦ㛗の 1/4 ⛬

ᗘ以ୗが多かった。また、チᐜできるれᖜは 1

～3mm ⛬ᗘまでが多かった。今回の試験ᮦの㛗さ

は ����mm であることから、チᐜされるれ㛗さは、

ᮦ㛗の 1/4 で 1���mm となる。そこで、チᐜされる

れ㛗さが 1���Pm 以ୗ、かつれᖜが 1mm 以ୗを

ᇶ‽として、ᮦ㠃れの 定結果をみると、⥲

れ㛗さと᭱大ᖜの⤌みྜわࡏで 4 㠃のࡕ࠺ 1 㠃で

もᇶ‽を㉸㐣する試験体は 3� 体中 1� 体であった

が、༢⊂のれで㛗さが 1���Pm ㉸のものは⌧れな

かった。 
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図-1. ྵỈ⋡ࡧࡼ࠾ෆ㒊ࢀのヨ㦂∦᥇ྲྀ⨨
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図-6. ᩿㠃ෆのྵỈ⋡ศᕸ 

3．ྵỈ⋡ࡧࡼ࠾ෆ㒊ࢀのᮦ㛗᪉ྥศᕸ 

ᮦ㛗方向のྵ水⋡（᩿㠃の平ᆒྵ水⋡）分布は、

ᅗ-7 に示すよ࠺にᮦ➃部からᮦ内部に向かって

ቑ加するഴ向を示した。そのቑ加⋡はᮦ内部に向

か࠺ど⦆やかになるものの、ᮦ➃から⣙ 100cm

まではすての試験体においてྵ水⋡のഴᩳがㄆ

められた。特に中ኸ部のྵ水⋡が㧗い試験体では、

ᮦ➃部とᮦ内部のྵ水⋡ᕪが大きいഴ向を示した。 

内部れ⥲㛗さと内部れ⥲㠃✚との関係をᅗ

-8 に示す。内部れ⥲㛗さが㛗くなるど内部

れ⥲㠃✚のࡤらつきが大きくなるものの、୧⪅に

は㧗い┦関関係がㄆめられる。本報においてはど

、らのᣦᶆを用いてもഴ向がኚわらないことからࡕ

内部れの結果はすて内部れ⥲㛗さで示した。 

内部れ⥲㛗さのᮦ㛗方向分布をᅗ-9 に示す。

ᚰᣢࡕ正ゅで報࿌されている結果（ࠕᏳ・Ᏻᚰな

⇱ᮦ生産ᢏ⾡の㛤発 研ࠖ究ࢢルー2010 ࣉ）と同

様に、内部れ⥲㛗さはᮦ➃部が᭱も多く、ᮦ内

部に向か࠺につれてῶᑡするഴ向を示し、⣙ 50

内部になるとⴠࡕ╔くഴ向がㄆめられた。 
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図-4. ྵỈ⋡のฟ⌧ᩘ
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 ྵ水⋡および内部れ⥲㛗さについて、ᮦ中ኸ

部のྵ水⋡が 2�㸣㉸（ᅗのᕥഃ）、15～2�㸣（ᅗ

の中ኸ）、1�㸣ᮍ‶（ᅗのྑഃ）の試験体に分けて

ᅗ�10 に示す。ᮦ㛗方向のྵ水⋡ഴᩳ（᭱大್-᭱

ᑠ್）は、ᮦ中ኸ部のྵ水⋡が 20㸣㉸のࢢルーࣉ、

15～2�㸣のࢢルーࣉおよび 15㸣ᮍ‶のࢢルーࣉ

で、それぞれ、1���～2���㸣、��8～12�8㸣および

��1～1��2㸣となり、ᮦ中ኸ部のྵ水⋡が㧗いࢢル

ーࣉのྵ水⋡ഴᩳが大きいഴ向であった。なお、

ᮦ中ኸ部のྵ水⋡が 2�㸣ᮍ‶の試験体について

は、とࢇどの試験体でᮦ➃部から 1�cm までのྵ

水⋡がᮦ➃部から 20cm の置よりもྵ水⋡が㧗

くなった。これは⇱⤊からィ までに⣙ 1 ࣨ

᭶㛫⤒㐣したため、ᮦ➃部が྾‵したことによる

ものと᥎ᐹされる。一方、内部れ⥲㛗さについ

ては、ᮦ㛗方向のഴ向に違いはないが、ᮦ中ኸ部

のྵ水⋡がపいࢢルーࣉどᮦ➃部の内部れ⥲

㛗さが多いഴ向を示した。 

4．ྵỈ⋡とෆ㒊ࢀとの㛵ಀ 

 ての A 試験体のྵ水⋡と内部れ⥲㛗さとの

関係をᅗ�11 に示す。ྵ 水⋡がపくなるにつれて、

特にྵ水⋡が 10㸣以ୗになると内部れ⥲㛗さ

が大きくなるഴ向を示した。 

5．⇱ᮦのྵỈ⋡の᳨ド 

〇ᮦの日本農林つ᱁における〇ᮦの᱁けのた

めのྵ水⋡の試験方法は、人工⇱ฎ理をした

ᮦの場ྜ、ྛ試ᩱ〇ᮦの㛗さ方向の୧➃から⣙

��Fm 内ഃでḞⅬの影響が᭱もᑡない部分から試

験∦を᥇ྲྀし、ኳ↛⇱ᮦの場ྜは、上記に加࠼

て㛗さ方向の中ኸ部も加࠼る（（一♫）ᅜ木ᮦ᳨

査・研究協会 2�1�）。ただし、工場ㄆドをཷける

㝿には人工⇱ᮦの場ྜも୧ᮦ➃から⣙ ��Fm 内

ഃに加࠼ᮦ中ኸ部からも試験∦を᥇ྲྀし、� ࣨ所

の平ᆒ್を᥇用している。そこで今回の試験結果

を用い、それぞれの試験体について、ձ୧ᮦ➃か

ら ��Fm 部分の平ᆒ್、ղ୧ᮦ➃から �0 部分お

よびᮦ中ኸ部の平ᆒ್をồめた。 

また、ྛ 試験体から 25 ಶの A 試験∦を᥇ྲྀして

いるが、それらの᥇ྲྀ㛫㝸にᛂࡌた加重平ᆒ್が

ྛ試験体の真のྵ水⋡に㏆いと⪃࠼、その್をᘧ

（1）にᇶ࡙いてィ⟬した。
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Ȋ（MCn×Ln）㸭400（1）ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ここで、MCn:n cm 部分のྵ水⋡（㸣）

Ln:分ᢸᖜ（重み）（cm）

n が 2、10、2�～��、100、1��～2�0 の 

場ྜ、Lnはそれぞれ、6、�、10、3�、 

50 とする。 

加重平ᆒ್とձおよびղとの関係をᅗ-12 に示

す。ձ、ղのいࡎれも加重平ᆒ್よりもྵ水⋡が

పめにィ⟬され、ձは 30 体中 28 体がྵ水⋡ 20㸣

以ୗ、30 体中 24 体がྵ水⋡ 15㸣以ୗ、ղは 30

体中 24 体がྵ水⋡ 20㸣以ୗ、30 体中 22 体がྵ水

⋡ 1�㸣以ୗとุ᩿される結果となった。また、ղ

のィ⟬結果の方が加重平ᆒ್とのᕪがᑠさかった。 
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⌧≧の〇ᮦ JAS のྵ水⋡試験方法は、人工⇱

ᮦはᮦ㛗方向にᆒ一に⇱されていることを๓提

にしているものと⪃࠼られるが、Ẽᘧ⇱法の

場ྜは本試験結果のよ࠺にᮦ㛗方向にもྵ水⋡ഴ

ᩳが生ࡌていることから、人工⇱ᮦにおいても

ኳ↛⇱ᮦと同様、᱁けによるྵ水⋡試験を実

する場ྜは、୧ᮦ➃から 30cm の部分に加࠼ᮦ

中ኸ部のྵ水⋡も 定する方がᮃましいと⪃࠼ら

れる。 

ϫ．ࡾࢃ࠾

 平ゅはఫᏯにおけるᱱや᱆➼、ᵓ㐀上重要な部

分に用されるため、ྵ水⋡ഴᩳが大きい場ྜは

そのᚋのᮦのኚᙧ➼によるලྜをᘬきおこす可

能性があり、またᮦ➃部のれが大きい場ྜは᥋

ྜᙉᗘに影響を及ぼすことになる。今ᚋさらにᮦ

㛗方向のྵ水⋡ഴᩳやᮦ➃部㏆に多く発生する

内部れを㍍ῶするためのᑐ⟇にྲྀり⤌むことが

重要である。 
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